
感染症発生動向調査

  平成26年第35週

◆  今週のコメント

･

･

･

◆  今週のトピックス：＜後天性免疫不全症候群＞

◆  発生状況

平成２６年４月から６月末までの報告数は，AIDS患者 １例，HIV感染者 ３例の計４例です。詳細をトピッ
クスに掲載しています。

咽頭結膜熱の定点当たり報告数が１.２０（４９例)で，本年で最も多い報告数となっています。今後の動
向にご注意ください。

梅毒の報告が１例（女性，８０歳代）あります。本年の累積報告数は１０例となっており，過去５年間の年
間報告数で最も多かった平成２４年 ，平成２５年のそれぞれ ８例を上回っています。

京都市感染症週報 京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生環境研究所 ）

（8月25日～8月31日） http://www.city.kyoto.lg.jp/menu3/category/41-6-1-0-0-0-0-0-0-0.html

　腸管出血性大腸菌感染症の報告が１例（男性，８０歳代）あります。型別はＯ１５７（VT２）です。本年の
累積報告数は２０例となっています。詳細は下記ホームページをご覧ください。
○京都市感染症情報センターホームページ「腸管出血性大腸菌感染症発生状況」
　　http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000068305.html

全数把握の感染症

・ 三類：腸管出血性大腸菌感染症 ２例（第３４週追加分含む）【１月以降の累積報告数 ２０例】

・ 五類：梅毒（晩期顕症） １例 【１月以降の累積報告数 １０例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ０　

小児科   ①　感染性胃腸炎 １３６　

（降順5位まで）   ②　咽頭結膜熱 ４９　

  ③　ヘルパンギーナ ２９　

  ④　手足口病 ２７　

  ⑤　水痘 １９　

眼科   流行性角結膜炎 １３　

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜後天性免疫不全症候群＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成26年9月4日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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定点把握の主な感染症
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ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ及び小児感染症の疾病別推移グラフ（平成26年）
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※過去５年平均値は，平成21年／22年シーズンを除いています。

0

10

20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

1.5
RSウイルス感染症（人/定点）

0

1

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

0.4

0.5
伝染性紅斑（りんご病）（人/定点）

0

0.5

1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

咽頭結膜熱（プール熱）（人/定点）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

突発性発しん（人/定点）

0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

1

2

3

4

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎（人/定点）

0.025

0.05

0.075

0.1
百日咳（人/定点）

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

10

15

感染性胃腸炎（人/定点）

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

3

4

5

6

ヘルパンギーナ（人/定点）

0

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

3

水痘（水ぼうそう）（人/定点）

0

1

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

1
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）（人/定点）

0

1

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

0

0.5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月



平成２６年

第35週（8月25日～8月31日）トピックス：＜後天性免疫不全症候群＞

平成２６年４月から６月末までの報告数は，AIDS患者* １例，HIV感染者** ３例の計４例です。年齢は２０歳代 ２
例，４０歳代 １例，５０歳代 １例で，すべて男性です。推定感染経路はすべて同性間性的接触で，推定感染地域
は国内となっています。

平成１２年以降の累積報告数は２１８例（AIDS患者 ７１例，HIV感染者 １４７例）となり，新規AIDS患者報告数が３
２.６％を占めています。推定感染経路では，性行為感染が１７３例で，このうち同性間の性行為感染が９８例と最も
多く，全体の４５.０％を占めています。

HIV感染症は，適切な治療によりAIDSの発症を抑えることができることから，AIDSを発症する前にHIV感染を早
期発見することが重要となります。また，早期発見により感染の拡大防止に結びつくことからも，HIV抗体検査・相
談の機会を積極的に利用してください。

*　AIDS患者  ：AIDSと診断されて発生が届けられたもの。（すでにHIV感染者として報告されているものがAIDS
　　　　　　　　　　を発症する等病状に変化を生じた場合は除く。）
**HIV感染者 ：HIVに感染し，無症候性キャリアとして報告されたもの。

　詳細は，下記ホームページをご参照ください。
　○京都市のエイズ対策について
　　　http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000089734.html

年次別報告数の推移

報告年 総数 AIDS患者 HIV感染者 男 女

平成12年 6 3 3 5 1

平成13年 6 2 4 6 0

平成14年 9 4 5 8 1

平成15年 11 2 9 11 0

平成16年 21 2 19 18 3

推定感染経路別　年次別報告数の推移
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性行為(異性間) 性行為(同性間) 性行為(異性間及び同性間) 性行為（不明）

感染経路不明 血液製剤・静注薬物使用 職務上の血液暴露

平成17年 9 3 6 9 0

平成18年 25 8 17 23 2

平成19年 22 7 15 19 3

平成20年 21 6 15 18 3

平成21年 22 10 12 22 0

平成22年 17 6 11 17 0

平成23年 15 5 10 15 0

平成24年 9 4 5 8 1

平成25年 19 7 12 18 1

平成26年（1～6月） 6 2 4 5 1

総　　計 218 71 147 202 16


